
π 高齢者が活躍する地域社会の実現

第 1 社会参画の促進

< 現状と課題 >

〇 県版 「ねん りん ピック」な どのスポー ツ • 文化活動や コ ミュニテ ィ ・ス ク'一

ル での活動 な どへ の高齢者 の参加 を促進す る とともに、老人 クラブ を中心 と

した高齢者 が生活支援 サー ビス等 の担 い手 とな るよ う取 り組 む な ど、高齢者

の主体的な社会参画 を推進 してきた ところです。

今後、ます ます少子高齢化が進行す る中、地域 の活力 を維持 してい くために

は、高齢者 が これ まで培 って きた知識や技能等 を活 か しなが ら、地域社会 に

参画 し、活躍 できるよ う、更 に支援 してい くことが重要です。

< 七次プランの数値 目標の達成状況 >

(単位 : 人)

▼ 「活動推進 リーダー」の養成に取 り組んだ結果、令和5年度末で299人 とな り、計画 どお りに

養成 しています。

指 標 令和元年度 目標値(R5年度) 直近値(R5年度) 達 成 率

日常生活支援の担い手となる
「活動推進 リーダー」養成数

198 300 299 99. 0%

(単位 : %)

▼ 目標を下回ってお り、コロナ禍により就労意欲が弱まったと推測 されます。引き続き、多様

で柔軟な働き方の導入に向けた取組等を進めていきます。

指 標 平成29年度 目標値(R5年度) 直近値(R4年度) 達 成 率

65歳から69歳までの働く男女の割合 45. 4 57. 0 51. 0 48. 3%

< 取組方針 >

高齢化 が更 に進行す る中、高齢者 がその豊 かな知識や経験 、技能等 を活 か し、

地域 を支 える担 い手 として積極的に社会参画す ることが期待 されています。

また、社会参画す ることが、社会貢献 による生 きがいづ く りや介護予防にもつな

が ることか ら、ボランテ ィアや就労等で高齢者 が活躍す る生涯現役社会の実現 に向

けた取組 を推進 します。

! 高齢者の活力発揮による多様な社会参画の促進

高齢者 が、住み慣れた地域 において役割 を持 ち、自らの意欲や知識 • 経験 に応 じ

て活躍 できるよ う、ボ ランテ ィア ・N P 〇活動や趣 味、スポー ツな ど、多様 で主体

的な社会参画 を促進 します。
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(1) 社会参画意識の醸成

高齢者 の主体的な社会参画 を促進す るため、県民意識 の醸成や社会参画へ の支

援体制 の強化 な どの取組 を推進 します。

〇 10月 の 「生涯現役社会づ く り推進月 間」 を中心 に、県健康福祉祭 な ど高齢者

が多 く参加す るイベ ン ト等 を通 じた啓発活動や、ホー ムペー ジ等での積極 的な

活動事例 の紹介 な ど、生涯現役社会づ く りについて多様 な普及啓発活動 を展 開

します。

〇 高齢者 の社会参画 を進 めるに当たっては、男女 が性別 にかかわ りな くその個

性 と能力 を十分 に発揮す るこ とを念頭 に置 き、共 に社会参画 を進 めてい くこと

ができるよ う、意識啓発 を行 います。

(2) 関係機関による推進

高齢者 の社会参画へ の多様 なニーズに対応す るた め、関係機 関による取組 を推

進 します。

〇 社会参画 の促進 、生 きがい ・健康づ く り等 に向けた、地域 の取組 を推進す る

高齢者 の 自主的な活動 を促進 します。

〇 生涯現役社会づ く りに関す る総合窓 口である県生涯現役推進セ ンター及び市

町社会福祉協議会 において相談支援 、情報発信 に取 り組み ます。

〇 産学公 の関係機 関 ・団体等 と連携 • 協働 し、生涯現役社会づ く りに向けた様 々

な取組 を推進 します。

(3) 高齢者の主体的な社会参画の促進

ア 老人クラブ活動の振興

〇 地域 を基盤 とす る高齢者 の 自主的な組織 として、高齢者 の社会活動 の基礎

的な役割 を果 た してい る老人 クラブが行 う健康づ く り • 介護予防活動 、文化

活動 、世代 間交流 な ど魅力 ある活動 を支援 します。

〇 老人 クラブが行 う子 どもの見守 り活動や環境美化活動 、交通安全運動 な ど、

地域貢献活動 を支援 します。

〇 老人 クラブが地域 のひ と り暮 らしや寝た き りの高齢者 の家庭 を訪 問 し、家

事援助等 を行 う高齢者相互支援活動 を支援 します。

〇 老人 クラブへ の加入促進 に向けた取組や 、 リー ダー養成 、若手高齢者 の組

織化 な どの体制強化 の取組 を支援 します。

イ N P O活動、ボランティア活動等の促進

〇 や ま ぐち県民活動支援セ ンターや 山 口き らめき財 団 と連携 し、N P 〇活動、

ボランテ ィア活動等 の県民の 自主的 • 主体的な活動 を支援 します。

〇 ボ ランテ ィアに関す る情報 をイ ンターネ ッ トによ り提供 し、ボ ランテ ィア

を したい個人 • 団体 ・事業者 (企業) とボ ランテ ィア を して ほ しい団体 とを
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つ な ぐ、 「あいか さね っ と (や ま ぐち社会貢献活動支援ネ ッ ト) 」の活用 に

よ り、県民の社会貢献活動へ の参加 を促進 します。

〇 山 口県社会福祉協議会 と連携 し、ボ ランテ ィア養成 のためのセ ミナーや ボ

ランテ ィア交流大会 を開催す ることに よ り、ボ ランテ ィア人材 の確保や活動

の活性化 を図 ります。

〇 高齢者 の介護予防 と地域貢献活動 を進 めるた め、市町の行 う地域支援事業

等 を活用 した 「介護支援 ボ ランテ ィア活動」や 「就 労的活動」 の取組 を支援

します。

〇 老人 クラブ を中心 とした高齢者 が、地域支援事業 の生活支援サー ビス等 の

担い手 として活躍 できるよ う、活動 の推進主体 とな る 「活動推進 リー ダー」

を養成す るとともに、関係機 関を集 めた会議 においてその活動 と支援 ニーズ

のマ ッチ ングを行 います。

〔数値 目標35〕高齢者の社会参画の促進

指 標 令和 4 年度
(2022)

令和 8 年度 ( 目標値)
(2026)

地域 の支援 ニーズ とのマ ッチ ング会議

へ の参加 老人 クラブ数 (累計)
85クラブ 300クラブ

〇 農林水産業や地域 を基盤 に した多様 な団体の活動 を促進す る とともに、地

域 の課題解決 に資す るグループの取組 を支援 します。

〇 広域的な範 囲で集 落機 能や 日常生活 を支 え合 う 「や ま ぐち元気生活 圏づ く

り」 を促進す るな ど、住民主体 の地域づ く り活動 を進 める上で、高齢者等 の

持 て る力 を発揮 で きる場づ く りを支援 します。

ウ 仲間づくりへの支援

〇 県生涯 現役推進 セ ンター等 に よる情報提供や相 談活動 な どの取組 を通 じ、

学習 ・趣 味 ・ボ ランテ ィアな ど共通 の 目的 を持つ仲 間づ く りを支援 し、高齢

者 の社会参画 を促進 します。

〇 「ふれ あい • いきい きサ ロン」等 において、 レク リエー シ ョン活動 な どに

よる住民が主体 となった高齢者 の生 きがいづ くり、仲間づ く りを促進 します。

工 地域間交流活動の促進

〇 県生涯現役推進セ ンターが運営す る「生涯現役社会づ く りポー タル サイ ト」

や S N S 等 の活用 に よ り、県健康福祉祭や高齢者等 の先進 的な活動事例 の情

報 を発信 し、地域 で活動す る高齢者等 の交流活動 を促進 します。

〇 高齢者等が情報発信す るた めの研修 な ど、高齢者 の活動 グループや活動 に

131



関心のある高齢者 が S N S 上でつなが ることを支援す るこ とによ り、 コ ミュ

ニケー シ ョンを深 め、活動 の幅 を広 げることや参加 の きっかけづ く りを行 い

ます。

〇 朝市 • 直売活動や体験交流活動等 、農 山漁村 の高齢者 が生産や暮 らしの中

で培 った知恵や技 を活 か した地域活動 を推進 します。

〇 農 山漁村 の高齢者 が他者 と連携 • 協力 して取 り組む、生産や暮 らしを支 え

あ う地域づ く りを支援 します。

ォ 世代間交流活動の促進

〇 コ ミュニテ ィ ・スクールや 「地域協育ネ ッ ト」の取組 を生か し、小学校 、

中学校 、高等学校 、特別支援学校 、保育施設等 において、幼児 • 児童生徒 と

高齢者 の交流活動や高齢者 の授業へ の協力等 を通 じ、子 どもが高齢者 を身近

に感 じる環境づ く りを進 める とともに、地域 の文化や伝統行事 な どを次 の世

代 に伝 える活動 を支援 します。

〇 地域 にお ける子育て環境 を充実 させ るため、地域 の高齢者や子育て経験者

等が保 育所や放課後児童 クラブ等 において、子育て支援活動 に参加す る 「子

育てサポー ター」へ の登録 を促進す る とともに、その受 け皿 となる子育てサ

ポー ター活用施設 の充実 を図 ります。

〇 知識や経験、技能等 を有す る高齢者 と、それ を必要 としてい る人 との効果

的なマ ッチ ングを図 り、高齢者 に幅広 く多様 な活動機会 を提供 できるよ う、

社会福祉協議会や シルバー人材セ ンター等 の連携 を促進 します。

⑷  生涯にわたる学習 • 文化 ・スポーツ活動の推進

ア ねん りんピック山口の開催

〇 県 内高齢者 のスポー ツ • 文化 の祭典 である県健康福祉祭 「ねん りん ピック

山 口 (愛称) 」 を拡充 して開催 し、高齢者 の生 きがいづ く り、仲 間づ く りを

一層促進 します。

〇 全 国健康福祉祭 に選手 を派遣 し、共通 の趣 味 を持つ他 県選手や地元 ボ ラン

テ ィア等 との交流 を深 め、元気 な高齢者 の力 を全 国大会で発揮 していただ く

とともに、地域 を越 えた仲 間づ く りを支援 します。

イ 生涯学習 • 文化活動

〇 高齢者等 の多様 な学習活動 を支援 し、促進す るため、市町や大学等 の高等

教育機 関、関係 民間団体 とのネ ッ トワー ク化 を進 め、情報提供 • 学習相談 •

普及啓発 • 学習拠点等 の機能 の充実 に努 めます。

〇 生涯学習情報 の円滑な提供 を行 うため、生涯学習情報提供 システ ム 「かが

や きネ ッ トや ま ぐち」 の各種情報 の一層 の充実に努 めます。
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〇 県民の学習活動 ・交流の拠点施設 である県セ ミナーパー クにおいて、地域

づ く りを担 う人材育成事業等 を積極 的 に展 開 します。

〇 高齢者等 の学習活動 の一層 の充実 を図るため、学習情報や多様 な学習機会

の提供 、各種 プ ログラムの開発 、生涯学習 を支援す るボランテ ィア活動 の推

進 、学習成果 の発表 • 評価 • 活用 を促進 します。

〇 高齢者等 が文化芸術 を楽 しみ感動 で きる環境づ く りや 、文化芸術 を担 う人

材 の育成 、特色 ある文化芸術活動 を活 か した地域づ く り等 を推進 します。

ウ スポーツ活動

〇 高齢者 がスポー ツに親 しみ、楽 しみ、支 える活動 に参加 できるよ う、市町

やスポー ツ関係 団体 と連携 し、 ライ フス タイルや ニー ズ等 に応 じて、気軽 に

参加 • 体験 • 観戦 できるスポー ツイベ ン トの開催 な どの取組 を支援 します。

〇 一般社 団法人 山 口県 レク リエー シ ョン協会等 の関係 団体 と連携 し、誰 で も

簡易 に楽 しみ なが ら取 り組む ことができるスポー ツ • レク リエー シ ョン活動

の普及 • 啓発 を図 ります。

〇 スポーツ観戦や スポー ツボ ランテ ィアな ど、高齢者 のスポー ツ活動へ の参

画機会 の拡大 を図 ります。

〇 スポー ツに対す る関心 と理解 を深 め、スポー ツ活動へ の 「す る」 「み る」 「さ

さえる」立場 か らの積極的な参加 を促進す るため、県 のホー ムペー ジ、 S N

S 、イベ ン ト等 での P R な ど様 々な機 会 を活用 し、スポー ツに関す る情報 の

積極 的な発信 に努 めます。

工 人材の養成

〇 県生涯現役推進セ ンター に よる高齢者 向けの学び等 に関す る情報提供や相

談支援等 を通 じ、高齢者 が地域 で主体的に活動 で きるよ う支援 します。

〇 高齢者等 を対象 として、N P 〇活動や ボ ランテ ィア活動 、農 山漁村 にお け

る活動 、生涯学習 ボ ランテ ィア活動、地域学校協働活動、家庭教育支援 に係

る活動 、地域 スポーツ活動 な ど様 々な活動 に取 り組む人材 を育成 します。
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